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2つの円板B（半径 30cm）,C（半径 20cm）は接触していて滑りあうことなく回転してい
る。円板A（半径 12cm）とBは回転軸を共通にして接着されており、時計の針の向きと
は逆向きに回転している。おもりDは円板Aの円周にそって、鉛直につながれている。円
板Cの角速度 ωCと角加速度 βCはそれぞれ ωC = 2rad/s, βC = 6rad/s2である。

1. 円板Bの角速度を計算せよ。

2. 円板Bの角加速度を計算せよ。

3. おもりDの速度を計算せよ。

4. おもりDの加速度を計算せよ。

(解答例)
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円板AとBは回転軸が同じであるから、角速度と角加速度は等しいので、それぞ
れ ω, βとおく。また、円板AとBの半径をそれぞれ、rA, rBとおく。さらにCの
(半径、角速度,角加速度)をそれぞれ、(rC, ωC, βC)と記すことにする。

1. 円板BとCは接触していて滑りあうことなく回転しているので、（円周方向
の）速度は等しい。

rBω = rCωC (1)

→ ω = (
rC
rB

)ωC =
4

3
rad/s (2)

2. 同様に,円板BとCの加速度も等しいので

rBβ = rCβC (3)

→ β = (
rC
rB

)βC = 4rad/s2 (4)
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3. おもりDは円板の円周にそってつながれているので、Aの円周方向の速度と
加速度は、おもりDの速度 vDと加速度ADにそれぞれ等しいので

vD = rAω = 16cm/s(= 0.16m/s) (5)

となる。

4. 同様にして

AD = rAβ = 12cm× 4rad/s2 = 48cm/s2(= 0.48m/s2) (6)

となる。
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